




























このうち､ ①と②が最重要点課題であり､ ③･④は､ ①･②の調査･研究の充実度によってい
くつかのより細分化された追求課題が鮮明になってくるものと思われます｡
前者はプロジェクト･リーダーが統括し､事務局長の下で研究者､リサーチ･アシスタント
(旧･任期制助手)からアルバイト院生を含む編成で､ 1-3をその量的･質的作業量と年次を考
慮し､分担して行います｡
後者は､チーム･リーダーが調査･研究チームを統括し､年度ごとの調査･研究を行います｡
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プロジェクトに参加する研究員は､複数の調査･研究チームに属し､プロジェクト･リーダーは､
各調査･研究チームの研究を統括し､事務局長がそれを補佐します｡
各調査･研究チームは､テーマの課題に即し､プロジェクトの課題に迫るために､日本に未紹
介の史資料の調査･整理を行う中国への調査を､年次計画にもとづき､リサーチ･アシスタント
にも機会を与えながら実施します｡
また､二人の研究者がプロジェクトに参加している中国西北大学との共同研究も実施します
(なお､プロジェクトを遂行する中で中国･韓国の研究者の参画を想定しております)｡
研究計画は､年度毎に点検され､練り直していくことを考えており､調査･研究はフレキシビ
リティをもって実施したいと考えております｡
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